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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 12/22(木)11時より、小野寺ノリ様の地域復帰支援検討会予定。（参加：上野）

12/30（金）もしくは12/27（火）に退院予定

· 八木橋牧雄様　12/23（金）11：00～地域復帰支援検討会

　　　　　　　　　12/26（月）13：30～退院療養検討会議

· 12/26～12/27　第5回法人研修

· 12/26～12/27　サービス管理者研修の為、菅原・相内不在となる。

· 12/30　納会

＜利用者様情報＞

· 種本　サハ様～朝食後に昼食後薬を服用している（朝食後薬に降圧剤が入っている）。来所時、

血圧132/46mm/Hg、脈拍63回/分、不調訴えは無い。担当医に情報提供し、朝食後薬を昼に服用し様子を見るよう指示あり。

· 長瀬紘一郎様～本日の行事（忘年会）に保護者である弟様が参加している。弟様に話を聞い

たところ、「（キザミ食である為）実家に帰省した時に何を食べさせたらいいか分からない」「足腰が弱くなっているような気がする。本人も転んだみたいだし」と気がかりなことを話している。また、家族に対しても「病院で仕事しないかと言われた」と事実ではない事を話すとのこと。今後、本人の訴えが事実であるか確認するために連絡をすることがあると伝えている。家族としては、家族が加齢等で本人を見ることが出来なくなった場合、どうしたらいいか不安があるとのこと。その際は、スタッフ・家族で話し合いながら出来る限りサポートを行っていくことを説明。また、兄様は本人が金銭管理出来ていることを評価しており、「前は好きなものを何でも買っていたけど、今は家計簿つけてやっているからすごいと思う」と話されている。

· 関　秀治　様～来所時から寒気を訴えており、体温37.0℃ある。作業を進めていたが、疲労

感があるとのことで、再度検温すると体温38.5℃まで上昇している。本日、歯科受診予定であることを気にしているが、今の体調では内科受診の方が必要であること説明している。

· 田向　玲美様～来所時より、テンション高く活動的に動いている様子あり、11：30体温37.2℃

ある。「具合は何ともないけど眠っていたい」と訴えあるが、昼食後薬は全量摂取している。昼食後は体温36.9℃。寒気訴え、静養室で休んでいる。ケーキ作りには参加しないが、ケーキは食べたいと訴えている。

· 山田　健次様～来所時には機嫌がよかったが、行事中から不機嫌さみられている。スタッフ

のどのような声掛けに対しても、首を横に振るのみ。昼食時から機嫌はよくなっており、行事は最後まで参加すると話されている。騒がしい環境が嫌だと感じていると考えられる為、落ち着けるような環境を提供していく。

· 青木　紀子様～昨日、気分の不安定さ訴え、デパケンが処方されている。その件について、

本人は「うつ症状なのに躁病の薬を出された。一向に良くならない感じがする」と話す。担当医は本人に合った薬を考えて処方していること、内服が効くには時間がかかることを説明。どの訴えに対しての処方なのか、どのような作用のある薬なのかを本人に説明していく。

· 久保　興介様～「最近、コーヒーを飲んだり物を持ったりする時に手が振るえる」と訴えて

いる。外見的には異常は無い。続くようであれば担当医に相談するように説明している。行事には笑顔で参加しており、不機嫌さ、不安定さはみられない。

· 松川　順子様～一昨日、眠剤減薬になった為、体調や睡眠状況について確認すると、「まだ1

日だから分からないです」と話されている。本日も寝坊をしており、スタッフの電話連絡で起床している。

＜外来情報＞

· 山田　吉夫様～先週受診時にドラ―ル（眠剤）を減薬していたが日中の眠気も無く丁度良い

と話している。

· 柳町　信之様～依然、子供の声のテレパシーがある。生活に支障はないとの事。

· 上久保善郎様～1/12受診予定。次回採血あり。

